研修等参加希望書
	研修名及び主催者

	視察研修

	

	期　　間

	平成１７年１０月２４日～２６日

	

	場　　所

	大阪：木島病院　京都：長岡病院

	

	研修内容

	病院及び関連施設の視察研修

	

	

	

	参加者の希望理由　平成１７年１０月　９日　職名及び氏名　精神保健福祉士　永長　記史　印

	PSWは、精神保健福祉法を法的根拠として、人権擁護の視点を研ぎ澄ませ、契約が利用者本位のものとなる

	ように行動していかなければならない。また、精神障害者の社会参加の為に何が必要なのかを常に考え、

	創造し、ノーマライゼーション理念の実現をはかっていかなければならないなどと漠然と考えられるが、

	経験が浅く、目先の業務でいっぱいの自分には具体的にこれからどうしたら良いのかよく見えていない。

	他の病院や関連施設を見学し、同じ業務にあたるPSWの取り組みを学び、今後の自分の仕事に役立てたい。

	

	部門長等の推薦　　　　　　　平成１７年１０月１１日　　職名及び氏名　大嶋　範子　　　印

	　精神保健福祉士として、精神障害者の生活支援を始めてから半年が経過したところです。他の精神病院

	及び関連施設の様子を知り、多くの先輩方の言葉を聞く事は、組織内での精神保健福祉士の役割を学び、

	今後のソーシャルワークの糧となると考えます。

	　

	

	

	


1. 研修の資料となる案内書、申込書等を添付すること。

2. 「出張申請及び予算書」を必ず添付すること。

3. 部門長の推薦は必ず受けること。

                    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研修出張様式２　　　　　　　　　　　　　　　　　　研修出張申請書及び予算書
医療法人　青仁会　理事長殿
平成１７年１０月１０日

	　　　　　出張№　　　－　　．　.　.　
	理事長
	印
	所属長
	印
	部門長
	印

	出張申請者
	永長　記史
	印
	施設名
	青明舎
	職種
	ＰＳＷ

	出張目的
	視察研修

	出張先
	

	出張先住所
	
	電話番号
	

	期間
	平成　　１７年　１０月　２４日（月　）　～　　１０月　２６日（水　）　　３日間

	出張予定
	経費予定

	
	研修費/経　費


	月　日
	科　　　目
	金　　　額

	10月24日
	
	
	
	

	13:15　病院前出発
	
	
	
	

	14:45  三沢発JAL2166
	
	
	
	

	16:20　伊丹着
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	10月25日
	
	
	
	

	08:28　大阪発-新今宮‐貝塚‐森
	
	研修費の支払い方法を明確に
	

	09:37　森着
	経費小計　　　　　　　　　　　　　　　　①
	

	10:00～15:00　木島病院
	交通費
	月　日
	区　　　間　　　機　関
	運　　　賃

	
	
	10/24
	三沢⇒伊丹
	３２，６７０

	15:07森‐新今宮‐貝塚‐大阪‐京
	
	
	伊丹⇒大阪　　　　　バス
	６２０

	16:58　京都着
	
	10/25
	大阪⇒森
	９７０

	
	
	
	森⇒　烏丸御池
	１，８９０

	10月26日　
	
	10/26
	烏丸御池⇔長岡京
	８２０

	09:10　烏丸御池発
	
	
	京都⇒八戸
	２４，６７０

	09:38　長岡京着
	
	
	八戸⇒松園町
	３４０

	10:00～15:00　長岡病院見学
	
	
	
	

	17:32　京都発
	交通費小計　　　　　　　　　　　　　　　②
	６１，９８０

	23:00　八戸着
	宿泊費
	月　日
	宿　泊　先　　　　TEL
	料　　　金

	
	
	10/24
	大阪新阪急ホテル
	１１，５５０

	
	
	10/25
	ハートンホテル京都
	１０，１８５

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	宿泊費小計　　　　　　　　　　　　　　　③
	２１，７３５

	
	出張予定経費　①＋②＋③＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	
	８
	３
	７
	１
	５

	
	旅費払出し希望日　　　　　　　　　　　　　月　　　日


                 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研修出張様式３　　　　　　　　　　　　　　　　　

出張復命旅費精算報告書　　　
                        －

　　　出張№ 　.　.　  所属　青明舎　職名　PSW　氏名　永長　記史
	


        目　的　　視察研修
	


     期　間　１７年１０月２４日　～　１７年１０月２６日（３日間）
	


     使用金額　　　￥８５，７４０円也
                           　　　　　　　　　　　　上記の通り出張しましたので復命精算します
        　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告者　永長　記史　印
	


       医療法人　青仁会
                       　　　 理事長　　千葉　潜　殿
	理事長
	所属長
	

	      使用明細書
	
	
	


	科　　　目
	　金　　　　額
	  　備　　　　　　　　　考
	

	研 修 費①
	
	
	

	　　　　②
	
	
	

	交 通 費①
	
６５，２００
	航空券（三沢－大阪）
	

	        ②
	３，７４０
	現地バス・私鉄・地下鉄　等
	

	        ③
	
	
	

	宿 泊 費①
	１６，８００
	２泊
	

	        ②
	
	
	

	        ③
	
	
	

	日    当①
	
	
	

	そ の 他①
	
	
	

	        ②
	
	
	

	　　　　③
	
	
	

	合　　　計
	８５，７４０
	
	

	


      １．領収書添付のこと
    ２．帰着後速やかに､研修報告書と一緒に提出のこと

	　　　　　　　　　　研修報告書
	理事長
	所属長

	　所　　属　　青明舎　　　　　　職種　精神保健福祉士　　　　　　　　氏名　永長　記史　　　　

	　期　　間　　平成　１７年　　１０月　２４日　　～　　平成　１７年　　１０月　２６日

	　出張目的　　視察研修

	　出 張 先　　木島病院（大阪）、長岡病院（京都）

	【研修要旨】プログラム毎に　　　　　　【研修考察】プログラム毎に




【研修に参加しての感想】
ひとは、だれでも住み慣れた街の中で、家族や友人、隣人と共に暮していきたいと願っている。精神障害者も、住み慣れた街で、医療機関に通い、仕事を継続し、必要なサービスを受け、それらを通して社会の活動、発展に参加したいと願っていることだろう。

精神医療、保健、福祉の問題は、「精神保健及び精神障害者の福祉に関する法律」にあるとおり、国民全体の課題である。精神障害者が社会の発展に「完全参加」し、住み慣れた自分の街で、障害の有無に関わらず、暮すことができる「平等」な社会の実現を図っていかなければならない。

精神障害者が、地域社会の中でその人らしく暮し、活動の場所、憩いの場所を広げていくためには、社会全体の理解と支援を欠かすことは出来ない。同じ街、同じ県、同じく国に暮すみんなが「自分もいつかおいる」「自分も障害者になる可能性がある」という考えや、意識を持って、一人ひとりの問題として、精神障害者の問題の改善と、医療、保健、福祉の発展に努めていかなければならない。

しかしながら、昨今のマスコミのスキャンダラスな事件報道によって「精神病院へいっていろ人はこわい」「事件を起こす」等といった偏見が助長されている。また、ネオリベラリズムの出現によって、何事も自己責任等という考えが広がってきていることは、精神医療、保健、福祉の発展が妨げられるだけでなく、後退していくことに繋がりはしないだろうかと危惧される。

我々、精神医療、保健、福祉に従事する者は、それぞれの活動の場から様々な問題の改善につとめ、精神障害者の生活の質を向上させるように、地域への精神保健福祉普及啓発活動を実践していかなければならない。それは、精神障害者が、病院での治療・療養を終えた後は、当然地域社会へ帰っていくからである。

今回、医療法人桐葉会(大阪府)と長岡記念財団(京都府)の病院及び関連施設を見学させて頂いた。近畿地方と言えば、同和問題が有名であり、障害者にとっても住みにくい所だと推測される一方で、ＮＰＯ法人等の人権擁護団体の活動、ピアヘルパー等の当事者活動が盛んなところでもある。見学させて頂いた二つの法人は、それぞれの地域の精神医療、保健、福祉活動の中心的役割を果たしており、このような積極的精神保健活動に取り組む法人が増えていくことで、精神障害者の理解と支援が広がっていくことに繋がり、誰もがいきいきと暮らせる社会が実現できると考える。

【医療法人桐葉会（木島病院）】

· 概要

名　称：医療法人　桐葉会

理事長：南　良武

所在地：大阪府貝塚市

理　念：「博愛」と「奉仕」の精神を持って、思いやりのある卓越した医療・介護・；福祉サービスを実践し、地域社会に貢献する

関連施設： 木島病院

コミュニティ・ヴィレッジ（精神障害者生活訓練施設）

コミュニティ・プラザ（精神障害者通所授産施設）

コミュニティ・アクア（精神障害者グループホーム）

コスモス楽寿苑（介護老人保健施設）

コスモスガーデン（高齢者グループホーム）

社会福祉法人　貝塚誠心園（介護老人福祉施設）

· 木島病院（日本医療機能評価機構病院機構評価認定病院、1999年認定）

〔開　　設〕1963年

〔院　　長〕南　良武

〔診療科目〕精神科・神経科・内科・歯科

〔病 床 数〕４９２床

〔基本方針〕地域の人々に信頼され、選ばれる病院になる

　　　※「病院理念」「基本方針」を明文化し、それに向かって中期計画を立てて、年度の重点目標を明確にして実施。管理職制度には、3ランクのマネージャー制を導入。大阪府精神科救急医療体制救急医療拠点病院。

· 生活訓練施設　コミュニティ・ヴィレッジ

〔　開　設　〕1992年4月1日

〔 利用定員 〕20名

〔建物延面積〕298平方メートル（90坪）

〔職　員　数〕施設長1名、精神科ＰＳＷ1名、専任職員5名、顧問医1名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計8名　（非常勤職員含む）

〔 利用者数 〕平均16名／日（平成16年度）

〔 入所件数 〕28件（平成16年度）

〔 退所件数 〕28件（平成16年度）

〔 平均年齢 〕48.5歳

· 通所授産施設　コミュニティ・プラザ

〔　開　設　〕1992年4月1日

〔 利用定員 〕20名

〔建物延面積〕316平方メートル（96坪）

〔職　員　数〕施設長1名、作業療法士1名、作業指導員1名

精神科ＰＳＷ1名、専任職員3名、顧問医1名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計8名　（非常勤職員含む）

〔 利用者数 〕平均14名／日（平成16年度）

〔 入所件数 〕21件（平成16年度）

〔 退所件数 〕21件（平成16年度）

〔 平均年齢 〕44歳

〔 授産活動 〕高齢者弁当配送サービス、喫茶レストラン、部品組み立て作業など

· 質問事項と回答（病院ＰＳＷ）

Ｑ：フリーダイヤルの相談状況について

Ａ：相談内容は受診、及び入院についての相談、障害年金や公費負担、精神保健福祉手帳などの精神保健福祉に関する問い合わせなどである。

Ｑ：ＰＳＷの業務内容と範囲について

Ａ：病院にはＰＳＷが6名勤務している。1階フロアーに2名が常駐し、残りの4名は病棟所属（1年半程前から）となっている。業務内容については、グループマニュアルを作成し、受診、入院相談の受付、入院手続き（説明はＰＰ）や精神保健福祉法、生活保護法などに定められた行政機関への提出書類の作成補助、管理、利用者の方へのケースワーク業務である。

Ｑ：地域の病院や施設との連携のとり方について

Ａ：紹介患者については、医療社会福祉グループがエクセルファイルにて、月ごとに管理を行っており、紹介医師に対し、礼状を送付している。また、逆紹介について、身体合併症の治療が必要となった場合、本人、家族が治療を希望する医療機関があれば、相談、紹介を優先する。依頼時、受入先が確保されていない場合や当院よりの紹介を希望される場合、協力医療機関への依頼を行っている。

Ｑ：ＳＷの業務の流れについて

Ａ：病棟所属のＰＳＷは、病棟申送りに参加し、担当病棟内の状況把握に努めている。また、毎日１７：００にＰＳＷが集まり、申送りを行っている。

Ｑ：外来患者様へのアプローチについて

Ａ：外来担当を決めて対応している。

Ｑ：ＳＷの教育体制を教えて下さい

Ａ：全体的なレベルアップを目標に、各ＰＳＷの業務の評価やフォローをどのように行っていくかを検討中である。

Ｑ：法人内のＳＷの情報共有方法をどうしているか

Ａ：１／２Ｗ、社会復帰に関するミーティングを実施している。

· 質問事項（生活訓練施設）

Ｑ：評価に使用しているラスミーの長所・短所はどのようなところですか

Ａ：〈長所〉

· 各スタッフの評価をすりあわせることにより対象者の生活障害を客観的に評価し共有できます。重点的な生活改善目標を立てやすくなります。

· 過去の生活障害の記録ができ現在と比較できます

· 精神障害者ケアマネジメントの生活目標に活用できます

· 対象者の具体的な生活のしづらさを考察でき把握できます

〈短所〉

· 評価者により尺度が異なります（家族が評価すると厳しく、本人が評価すると甘くなる傾向があります）

· 短期間では変化を評価できません

Ｑ：施設から家族へのアプローチをどのようにしているか

Ａ：医療福祉相談をはじめ、機関紙の発送や家族心理教室・家族茶話会などのご案内をしています。また、退所後もアフターフォロー（電話連絡）を実施し家族のストレスの軽減、生活の質の向上に努めています。

Ｑ：退所時の支援をどのようにされていますか。ケアマネジメント等を行っていますか。

Ａ：精神障害者ケアマネジメント等を通じて、地域生活に障害になる問題を解消しています。生活訓練はもとより、家族、金銭問題等も全般的に支援しています。

　　退所時に生じる不安に留意し、アパート探しから退所後の社会資源の利用まで準備します。退所後も数ヶ月間は積極的に自宅訪問や電話相談を実施し地域生活の軌道にのるように支援を継続します。

Ｑ：障害者自立支援法をどのように進めいているか教えて下さい。

Ａ：事業選択肢として日中の活動の場を自立訓練事業、住まいの場をケアミックス（グループホーム・ケアホーム）を考えています。今後、職員基準や報酬単価等が決まり次第事業洗濯を煮詰めていく予定です。

· 質問事項（通所授産施設）

Ｑ：通所者の生活支援について

Ａ：生活リズムが乱れがちな利用者や、金銭管理の難しい利用者に対しては、訪問看護ステーションあおぞらや木島病院外来スタッフと連携し、助言、指導等を行っています。

Ｑ：授産施設から一般就労への移行について

Ａ：就労状況を見守り、一般就労が可能であると思われる利用者については、本人の参考になる程度で相談しています。

Ｑ：作業の評価方法について

Ａ：作業の評価ランクは現在3ランク設定しています。しかし、明確な評価表等は作成していないため、現在新たに評価表を作成中です。

· 考察

桐葉会は「病院理念」「基本方針」を明文化し、それにむけて中期計画を立て、年度の重点項目を明確にしている。そうした目標設定、プロセス管理を機動的に行うために、フラットなグループ制が敷かれている。私たちの見学を担当し、説明をしてくれた木島病院PSWの話の途中からは「院長の方針」「病院の方針」という言葉が何度も出てきていた。職員全体がひとつのベクトルで進んでいることを感じた。

社会復帰施設関連は全て、病院から隣り合った場所に位置しており、退院した後の地域社会生活という視点からはやや疑問を感じた。近年改修されたということで、病院のハード面はすばらしいと感じる反面、社会復帰施設と病院が隣接していることによって、利用者が退院したと感じられていないか危惧されるところである。

生活訓練施設コミュニティ・ヴィレッジは、施設長の話によると退所者の約半数が再入院をしているとの事であった。青山荘が約１割程度であるのに比べると、かなり高い確率である。訪問看護ステーションが主に地域生活を営む患者の支援にあたっているとの事であったが、それ以外に利用できる社会資源がそれほど多くはないとの事であった。逆にいえば、それだけ退院・退所後の精神障害者の地域生活を支援できる機関、社会資源が重要だということである。

グループホームは、アパートのいくつかの部屋を借りるかたちをとっていた。そのうち一つには世話人用の部屋があり、入所者と世話人が毎日顔を合わせられるようになっていた。様々なストレスの中で生活する人々にとって、世話人が隣にいてくれることは、相談しやすく、心強いことだろう。

【財団法人　長岡記念財団（長岡病院）】

· 概要

名　称：財団法人　長岡記念財団

理事長：中野　種樹 

所在地：京都府長岡京市

理　念：「博愛と奉仕の心」「和の精神」

関連施設： 長岡ヘルスケアセンター（長岡病院）

　　　　　　　老人保健施設　　　　　　　　　アゼリアガーデン

　　　　　　　長岡京市在宅介護支援センター　アゼリア

　　　　　　　居宅介護支援事業所　　　　　　アゼリア

　　　　　　　精神障害者生活訓練施設　　　　アスロード

　　　　　　　訪問看護ステーション　　　　　アゼリア

　　　　　　　訪問介護ステーション　　　　　アゼリア

　　　　　　　精神障害者通所授産施設　　　　カメリア

精神障害者生活支援センター　　アンサンブル

（社会福祉法人向日春秋会特別養護老人ホーム　サンフラワーガーデン）

· 長岡ヘルスケアセンター（長岡病院）

〔開　　設〕1935年10月

〔院　　長〕児島　幸照

〔診療科目〕精神科・内科・歯科

〔病 床 数〕４５４床

· 生活訓練施設　アスロード

〔　開　設　〕1995年

〔 利用定員 〕20名（ショートステイ1名）

〔職　員　数〕施設長1名、ＰＳＷ３名、社会復帰指導員７名（常勤2名、非常勤5名）

　　　　　　　顧問医1名、事務職1名（非常勤職員）

〔 入所件数 〕14件（平成16年度）

〔 退所件数 〕13件（平成16年度）※平均：1年4ヶ月、最短：1ヶ月、最長：2年3ヶ月

〔 平均年齢 〕42歳

· 通所授産施設　カメリア

〔　開　設　〕2000年

〔 利用定員 〕20名

〔　規　模　〕敷地面積／1196.27平方メートル

　　　　　　　建物面積／ 385.14平方メートル

　　　　　　　延床面積／ 320.90平方メートル

〔職　員　数〕施設長1名、精神保健福祉士1名、社会復帰指導員2名

作業療法士1名（非常勤）、顧問医1名（非常勤）

〔　日　課　〕作　業　　９：００～１２：００

　　　　　　　昼休み　１２：００～１３：００

　　　　　　　作業　　１３：００～１４：００

· 地域生活支援センター　アンサンブル

〔　開　設　〕2000年

〔　規　模　〕敷地面積／1196.27平方メートル

　　　　　　　建物面積／ 385.14平方メートル

　　　　　　　延床面積／ 167.60平方メートル

〔職　員　数〕施設長1名、精神保健福祉士2名、社会復帰指導員2名

· 質問事項（生活訓練施設）

Ｑ：能力評価と支援計画はどのようにされているか

Ａ：入所時に個別面接を実施。独自の生活訓練表を作成して支援に当たっている。

Ｑ：退所時の支援をどのようにしているか。ケアマネジメント等を実施しているか。

Ａ：京都府内に生活訓練施設は一つのため、他市からの入所者が多い。そのため、入所者の希望先へ退所となる場合は、その土地の社会資源調整することが必要となる。

Ｑ：障害者自立支援法をどのように進めいているか教えて下さい。

Ａ：対策を講じられていないのが現状です。

· 質問事項(通所授産施設)

Ｑ：通所してくる方の生活支援はどのようにしているか

Ａ：入所時に個別面接を実施。独自の生活表を作成して支援に当たっている。

Ｑ：授産施設から一般就労への移行はどのようにすすめているのか教えてください

Ａ：施設外授産活動を導入しています。具体的な移行支援はありません。

Ｑ：作業の評価方法はどのようにされていますか

Ａ：本人との面接、独自の評価表を作成して本人の自己評価、また職員側の評価を本人へ伝える。評価によって、工賃も異なる。

Ｑ：他機関（特に就労支援機関）との連携、活用の仕方はどのようにされていますか。

Ａ：就労支援機関との連携は殆ど無いのが現状

· 質問事項(支援センター)

Ｑ：地域住民との交流、啓発活動はどのようにされていますか

Ａ：１／M地域交流会を支援センターないで実施している。内容は、管弦楽やアコースティックライブ、フラワーアレンジメントやパン教室等。

Ｑ：他の機関との連携方法・状況についてどのようにされていますか

Ａ：長岡病院との連携は密にとっている。１／M財団内のPSWが集合して勉強会と情報交流を実施している。授産施設とは併設となっており、事務所も同じであるが、意識的に業務は分けている。

· 考察

長岡記念財団のミッションの中に「私たちは、あらゆる場面において常に人間の尊厳に重きを置くことが何よりも大切であると考えています」というのがある。確かに、同僚同士での言葉遣い、マナー、態度が良くないものに、仕事の出来るものなど居ないという考え方から、H17年度は、財団をあげて「社内顧客」に取り組んでいる。それに比べて、普段の自分を振り返ると、利用者は殆どが年上であるから、敬語には気をつけようと考えているものの、つい同僚となると、法人内であってもゾンザイな言葉遣いで話をする事が多いように思う。普段の人々のかかわりがゾンザイな言葉であると、利用者と対面したときにボロが出ないはずは無い。自分の普段の姿勢を反省させられた。

財団のPSWが「僕らはパンを売る。すると、買いに来てくれた人が個々は何ですか？って聞いてくる。そこで初めて実は精神障害者の…って話をするんだ」と言っていた。PSWとして、精神保健福祉の普及啓発は重要な仕事である。しかし、精神障害者を分かってくださいと直接的にアピールするだけでは難しい。八戸市内、田面木地区であれば青南病院、青山荘は「ああ、精神の」と地域住民に有名であるから「ここって何ですか？」などと質問されることはあまり無いと思うが、普及啓発の方法を頭をやわらかく、発想を転換しながら考えなければならないと考える。
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